
別紙４－１ 

 

平成２９年度第１回さぬき市高齢者虐待防止ネットワーク会議 会議要旨（要約） 

 

１ 日 時 平成２９年７月２０日（木）  １４：００～１５：００ 

２ 場 所 さぬき市福祉事務所３階３０２会議室 

３ 出席者［委 員］多田隆生・山下晶子・時岡信一・楳垣満・佐藤栄作(代理）・中西健・

大森一憲(代理）・間島是武・猪塚益栄・松下肇・石原均・高崎通・山

本孝広 

     ［事務局］東直行・國方秀樹・高橋真理恵 

     ［傍 聴］なし 

     ［その他］なし 

４ 議 題 （１）平成２８年度さぬき市高齢者虐待防止・対応における相談・活動報告

について 

      （２）平成２９年度さぬき市高齢者虐待防止・対応における相談・活動状況

について 

      （３）事例紹介 

５ その他  次回開催について 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 会議の内容は次のとおりである。 

発言者 意見概要 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（議 長） 

 

 

 

（議 長） 

（委 員） 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

ただ今より、平成年２９年度第１回さぬき市高齢者虐待防止ネットワー

ク会議を開会します。開会にあたり、健康福祉部長よりご挨拶申し上げま

す。 

（部長挨拶） 

続きまして、前回の会議から変更となった委員の紹介をさせていただき

ます。 

さぬき市高齢者虐待防止ネットワーク会議設置要綱第４条に基づき、会

長は健康福祉部長が務めさせていただき、本会は会長が議長となることか

ら以後よろしくお願いします。 

 

 それでは、これより議事に移ります。 

まず、平成２８年度さぬき市高齢者虐待防止・対応における相談・活動

報告について事務局より説明をお願いします。 

（事務局説明 議題（１）） 

 ただいまの説明について、意見・質問等ございませんか。 

 民生委員からの 虐待の相談者の項目です。毎月地区の定例会で色々な

議題が出ますが、虐待を受けた、見たという事例はほとんどありません。

重大な事態が起きていないと言う面では助かっています。民生委員から相

談がないことが良いか悪いかわかりませんが、意外に思いました。 

 

民生委員から虐待としての相談はありませんが、「気にかかる方やうまく生

活できていない方がいる」という情報を得て、普段から連携を図る機会は

多いです。早期に介護保険のサービス利用などに結びつき、深刻な虐待に

至る前に解決できている部分も大きいと思います。また、虐待は家庭内の

問題として見えにくく、民生委員として関わりや発見が難しい部分はある

と思われます。 

 

民生委員からよく相談を受けるのは、困っている方がいるとの情報提供が

多いように思います。 

虐待の考え方として、施設等で座席から動かないよう固定することや暴言

などの言葉が虐待と言われることがあります。また、過去には高齢者が「息

子が財布を隠されて困る、虐待だ」と相談に来られました。状況確認に訪

問すると、職員が来ること自体を忘れて留守だったことがあります。財布



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（議 長） 

 

 

 

 

 

 

（議 長） 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（議 長） 

 

 

も自分で置き忘れる様子でした。近隣から息子とよく喧嘩しているとの情

報がありましたが、息子さんが仕事で疲れて帰ったところに高齢者から財

布を盗ったと言われて取っ組み合いになり、高齢者が「いじめられた虐待

された」と訴える状況でした。 

明らかに虐待と言える状態はわかりやすいですが、一般的には家族関係と

も言えるような、虐待かどうかの判断が難しい事例もあります。 

民生委員など地域の方におきましては、「何かおかしい」との連絡からよく

話を聞き、虐待やそれに近い形を把握することがあります。虐待の相談件

数として計上している数字は少ないですが、現実には包括支援センターま

で相談が来ていないような小さな虐待的な状態はあると思います。大きな

ものにつきましては警察から情報提供いただく場合もあり、虐待相談から

始まると言うよりも色々な情報提供から始まることが多いように思いま

す。 

 

普段のそれぞれの方々の地域における声かけや見守り活動の中で、ちょ

っとしたサインをキャッチできることがあるようですので、引き続きご理

解ご協力のほどよろしくお願いします。 

続きまして、平成２９年度さぬき市高齢者虐待防止・対応のおける相談・

活動状況について事務局より説明をお願いします。 

（事務局説明 議題（２）） 

 

平成２９年度の活動として、現時点において特筆して委員に紹介するよ

うな予定はありますか。 

 

 今年度も継続してチラシや広報を活用した啓発活動を行います。昨年度

始めました図書館での虐待・認知症の企画展示も今年も行います。 

昨年度は民生委員の改選に合わせ、民生委員児童委員研修会で高齢者虐

待防止に関する研修させていただきました。今年度はより身近な地区で福

祉委員や自治会の方も集まる機会を利用して、高齢や虐待や相談窓口につ

いて周知させてもらいたいと思っています。 

 

〔議題（３）に関する会議資料及び会議録については非公開〕 

 

本日の議事案件については、これを以って終了させていただきます。 

 

（事務局説明 その他） 



 

 

  

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

ここでお時間をいただき、地域包括ケアシステムについてご紹介します。

国は、平成３７年に団塊の世代が後期高齢者になることによる医療・介護

サービスの不足を懸念しています。地域において包括的なケアができるシ

ステムの構築を検討するよう方針が出ています。さぬき市においても医療

と介護の連携を軸に、地域包括ケアシステムをどうして行くか検討してい

ます。資料をご覧ください。地域包括支援センターで全ての対応ができる

わけでないため、高齢者を中心とした地域の連携ネットワークの充実が大

切と考えています。システムについて地域の方に周知して浸透を図ってい

るところです。 

続きまして、次回会議の開催についてでございます。 

次回の会議は平成３０年１月末頃に行います。 

以上をもちまして、閉会させていただきます。本日はどうもありがとう

ございました。今後ともよろしくお願いします。 

（課長挨拶） 


